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ATTO CS Analyzer 4 for Windows

CS Analyzer 4 の概要

ATTO「CS Analyzer 4」は電気泳動パターンなどの画像解析用ソフトウエアです。
16bit TIFF（65,535 階調）データに対応し、電気泳動バンドやドットブロット等の数値化、内部標準との
比較による定量などが可能です。また、ATTO 独自ファイルフォーマットである「CCD」形式を用いたセキュ
リティー対応版ソフトウエアもラインナップしています。
Windows OS に対応し、日本語・英語でのインストールに対応しています。
ATTO が、豊富な知見をベースにして、ユーザー視点で開発・改良を続けた実用ソフトウエアは、研究現
場で静かに強い支持が高まり始めています。

解析可能なアプリケーション

■ポリアクリルアミドゲル電気泳動パターン
・バンドの濃度定量（内部標準との比較）
・2 次元スポットの濃度定量
・分子量推定（分子量キャリブレーション）
● SDS-PAGE の CBB 染色パターン
●タンパク質や核酸の銀染色パターン
●タンパク質や核酸の蛍光染色パターン

■アガロースゲル電気泳動パターン
・バンドの濃度定量（内部標準との比較）
・分子量推定（分子量キャリブレーション）
●核酸の蛍光染色パターン

■ケミルミ検出パターン
・バンドの濃度定量（内部標準との比較）
・分子量推定（分子量キャリブレーション）
●ウエスタンブロッティング発光検出
●サザンブロッティング発光検出
●ノーザンブロッティング発光検出

■アレイ・ドットブロットパターン
・スポットの濃度定量（内部標準との比較）
●マイクロアレイ検出
●ドットブロット検出
●その他規則的に並んだスポットの検出

※上記以外でも、画像として取り込まれたものであれば解析可能な場合があります。
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言語・OS 対応

CS Analyzer 4 はインストール時に言語選択が可能です。
選択できる言語： 「日本語」・「英語」

対応 OS（日本語 / 英語）
・Windows 11/10（64bit/32bit）
上記 OS 正規版がインストールされ、正常に動作している環境

画像形式対応

価格

オープン可能な画像形式
・16bit TIFF 形式
・16bit/14bit/12bit CCD 形式（ATTO 独自）※ 1

・16bit/14bit/12bit Chain 形式（ATTO 独自）※ 2

・8bit TIFF 形式　・8bit JPEG 形式　・8bit BMP 形式
※ 1・2：ATTO ライトキャプチャーの保存形式です。

保存可能な画像形式
・16bit TIFF 形式
・8bit TIFF 形式　・8bit JPEG 形式　・8bit BMP 形式
・AVI 形式（動画ファイル）

CS Analyzer 4 は、オープン可能な形式の画像の計測・定量が可能です。アトー製のイメージング装置シリーズの画像解析
が可能です。絶対値キャリブレーションを行った装置による撮影画像では、計測値の Photon 換算も可能です。イメージン
グ装置で得られた 16bit TIFF 等の原画像は高い定量性を維持しており、CS Analyzer 4 はそのまま解析が可能です。
16bit データを白黒反転やコントラスト調整を行った後、8bit 形式で表示コントラストでの保存が可能です。8bit 形式の画
像（TIFF・JPEG・BMP など）は様々なアプリケーションで利用可能です。

コード No. 型式・名称 価格

2110030 CS Analyzer version4 Windows 版 280,000 円

2110024 CS Analyzer 4 ライセンス版 140,000 円

2110032 CS Analyzer 4/ImageSaver6 セキュリティー Ver.Up 850,000 円

2110033 CS Analyzer 4/IS7 LG II EM セキュリティー Ver.Up 850,000 円

上記価格は、CS Analyzer 4 単独での購入価格です。ATTO イメージング装置には CS Analyzer 4 が含まれるシステムを用意してい
ます。旧 CS Analyzer シリーズからのアップデートについては、弊社までお問い合わせください。
民間企業様でのご利用に、セキュリティー機能を強化したバージョンアップをご用意しています。詳細はアトー株式会社までお問い
合わせください。
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ATTO CS Analyzer 4 for Windows

解析機能①「レーン計測」

ゾーンデンシトメトリー計測は、電気泳動パターンのレーンを短冊状の枠で囲み、バックグラウンドを差し引いて濃度を数値化す
る計測方法です。バンドの数が多かったり、バックグラウンドにムラがある場合などに適しています。

ウエスタンブロッティングパターンの解析では、コントロールバンドとしてβアクチンなどを用いて、抽出物の濃度差を補正（ノー
マライズ）したのちに、バンドの定量比較を行います。

ノーマライズ用計測（βアクチン）
↓

データ保存
↓

サンプル計測（ターゲット）
↓

ノーマライズ用データ読み込み
↓

ノーマライズ
↓

定量
↓

データ保存

解析例

βアクチンバンド

ターゲットバンド

レーン補正機能
・レーン補正＝各レーンを左右に移動し微調整します。
・自動補正＝レーン位置、レーン幅を自動で補正します。パターンが乱れているときはマニュアル補正を後から実行します。
自動補正以外に、マニュアルでレーン幅（＝全レーン幅または個別レーン幅の調整）・レーン数設定等の変更が行えます。

レーンの自動補正を実行

操作①ノーマライズ用バンドの計測

操作②ノーマライズ用バンドの解析結果の保存
解析結果を保存します。ターゲットバンドを計測したのちこのデータをノーマライズデータとして読み込みます。

「ノーマライズ」
βアクチンや GAPDH など
のタンパク質の量比から、
抽出細胞数を補正するた
めの係数を求めます。
ノ ー マ ラ イ ズ 後、 タ ー
ゲットタンパク質の定量
を行うことでより正確な
比較が可能になります。
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操作③ターゲットタンパク質の解析　
画像を開きます。ノーマライズ用リファレンスデータ解析と同様にゾーンデンシトメトリー計測を行います。
計測対象バンドに領域設定を行います。

操作④ノーマライズデータ読み込み
ノーマライズ用リファレンスデータを読み込んで
計測結果に反映させます。

操作⑤ターゲットバンドの定量　
基準となるバンドの濃度を使って比較します。検量線を作製するときに「ノーマライズ値」にチェックを入れることで、
ノーマライズされた値での定量結果が得られます。

操作⑥解析データの保存・レポート機能
解析データは画像のほか、解析条件設定・ノーマライズデータ・
計測結果・検量線・等すべて保存可能です。
解析結果は PDF 化し、レポートを作製することが可能です。
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ATTO CS Analyzer 4 for Windows

解析機能②「スポット計測」

スポット計測は、バンドやドットなどを枠で囲み、バックグラウンドを差し引いて濃度を数値化する計測方法です。計測対象とな
るバンド等が少ない場合に適しています。

ウエスタンブロッティングパターンの解析では、コントロールバンドとして、βアクチンなどを用いて、抽出物の濃度差を補正（ノー
マライズ）したのちに、バンドの定量比較を行います。

ノーマライズ用計測（βアクチン）
↓

データ保存
↓

サンプル計測（ターゲット）
↓

ノーマライズ用データ読み込み
↓

ノーマライズ
↓

定量
↓

データ保存

解析例

βアクチンバンド

ターゲットバンド

操作①ノーマライズ用バンドの計測

βアクチンのバンドを計測するレーンすべて指定します。

バックグラウンド部分に領域
を１つ設定します。

「OK」ボタンを押して領域を
確定します。

バックグラウンドを指定したら、バンドの計測を行います。計測結果を保存します。
保存した結果はノーマライズ用データとしてターゲットバンドの計測後に読み込みます。
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操作②ターゲットバンドの計測
ターゲットタンパク質の撮影画像を開きます。ノーマライズ用リファレンスデータ解析と同様にスポット計測を行います。
計測対象バンドに領域設定を行います。解析を実行します。

バックグラウンド部分に領域
を１つ設定します。

「OK」ボタンを押して領域を
確定します。

操作③ノーマライズデータの読み込み

ノーマライズ用データを読み込みます。保存したフォルダを開き、計測画像中のすべての領域を指定して OK をクリックします。
ターゲットバンドの計測結果にノーマライズデータが追加されます。

操作④ターゲットバンドの定量　
基準となるバンドの濃度を使って比較します。検量線を作製するときに「ノーマライズ値」にチェックを入れることで、
ノーマライズされた値での定量結果が得られます。

操作⑤解析データの保存・レポート機能
解析データは画像のほか、解析条件設定・ノーマライズデータ・
計測結果・検量線・等すべて保存可能です。
解析結果は PDF 化し、レポートを作製することが可能です。
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ATTO CS Analyzer 4 for Windows

解析機能③「プレート計測」

プレート計測は、アレイのような規則的に並んだドットを枠で囲み、バックグラウンドを差し引いて濃度を数値化する計測方法です。
計測領域は複数設定可能です。1 つの領域当たり 25 × 25 ドットまで設定できます。

操作①アレイスポットの計測
領域ごとに、スポットの数（縦×横）を指定できます。バッ
クグラウンドを設定し、各スポットごとの計測を行います。
計測結果が表示されます。

操作②解析データの保存・レポート機能
解析データは画像のほか、解析条件設定・計測結果・検量線・等
すべて保存可能です。解析結果は PDF 化し、レポートを作製す
ることが可能です。
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画像表示機能

画像表示①白黒反転

画像表示②疑似カラー表示

ウエスタンブロッティングのパターンなどを反転し、コントラス調整可能です。画像は別名保存できます。

白黒画像を疑似カラー表示可能です。輝度をカラーで表現したり、RGB 合成用画像を作成できます。
CBB 染色ゲルパターンは CBB 色での疑似カラー表示が可能です。全て 8bit カラー画像保存が可能です。
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発光撮影画像 白黒反転画像

256 color-1 256 color-2 Red Green Blue

疑似カラー CBB 表示



ATTO CS Analyzer 4 for Windows

画像変換機能

画像変換③発光画像とマーカー画像の合成（マージ）
LuminoGraph で撮影した発光画像とマーカー画像を
マージできます（ImageSaver6 と同じ機能）。
元画像のコントラス調整と合成画像のコントラスト
調整も可能です。16bit TIFF 保存に対応します。

画像変換④吸光度変換（色素染色ゲルパターンの変換）

CS Analyzer 4 では、CBB 染色ゲルの解析時は、吸光度変換を実行してバ
ンドを白く反転して行います。吸光度変換は CBB 染色ゲルのダイナミック
レンジを広く取ることができる画像変換機能です。
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画像変換①動画作成（AVI 形式）
WSL-1800 CytoWatcher などで撮影したタイムラプス画像を動画形式（AVI 形式）に変換可能です。

画像変換②解像度変更　２倍・1/2倍
画像の解像度を 2 倍または 1/2 倍に変更可能です。
変更後の画像を「別名保存」可能です。
フォルダを開いた場合はフォルダ内のすべての画像
に同じ変更をすることが可能です。



仕様

イメージングシステム

現在ラインナップしている CS Analyzer 4 に対応可能なイメージングシステムを紹介します。
下記イメージングシステムで保存した原画像（16bit TIFF や 16bit CCD 形式）や 8bit 画像を開いて画像解析が可能です。また、画
像形式が対応可能なものであれば下記以外のイメージングシステムの画像も解析可能です

　用途 型式・名称 価格帯

蛍光発光撮影システム WSE-6270 LuminoGraph Ⅱ EM
WSE-6370 LuminoGraph Ⅲ Lite
WSE-6170 LuminoGraph Ⅰ CMOS

330 万円～
300 万円～
198 万円～

蛍光撮影システム WSE-5300 Printgraph CMOS Ⅰ
WSE-5400 Printgraph Classic

121 万円～
80 万円～

タイムラプス細胞撮影システム WSL-1850 CytoWatcher 72 万円～

太陽光パネル評価システム WSL-2000 SCREMS（スクリムス） 298 万円～

2024 年 10 月現在

主な仕様 CS Analyzer 4

対応 OS Windows 11/10 64/32bit（正規版）

言語 日本語 / 英語（インストール時に選択可能）

メモリ・HDD 容量 8GB 以上推奨　ストレージ空容量 10GB 以上推奨

画像形式 16bit 画像：TIFF、CCD（ATTO 独自形式）
8bit 画像：TIFF、JPEG、BMP

画像表示 白黒反転 / コントラスト調整 / 表示画像の保存機能
疑似カラー表示（256 色 /R/G/B/CBB 染色）

画像変換 吸光度変換（色素染色パターンの画像変換）
画像モード変換（ビット数変換 / カラーチャンネル変換）
画像回転・歪み補正・ノイズフィルター・ホットピクセルズ削除
画像解像度変換（2 倍・1/2 倍）　動画作成（AVI 形式）

画像演算 RGB 合成・画像演算（加算・減算・乗算・除算）
画像重ね合わせ（発光画像と分子量マーカー像のマージ）

画像解析 レーン計測（ノーマライズ・定量可能）
スポット計測（ノーマライズ・定量可能）
プレート計測（定量可能）
解析データ保存・レポート機能

キャリブレーション 分子量キャリブレーション（マーカー登録可能）
スケールキャリブレーション（実寸大印刷対応）

保存 画像の別名保存（表示画像の保存）　動画形式（AVI）
解析データの保存
レポートの保存（PDF）・印刷

印刷 表示画像の印刷・レポートの印刷に対応

セキュリティー対応 セキュリティ Ver Up 版にアップデート可能（オプション）※
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※セキュリティ VerUp 版についての詳細はアトー株式会社までお問い合わせください。

旧製品を含む、ATTO 社製撮影装置シリーズ全般に対応します。



ATTO CS Analyzer 4 for Windows

ATTOイメージングシステムラインナップ

WSE-6270 LuminoGraph Ⅱ EM WSE-6370 LuminoGraph Ⅲ Lite WSE-6170 LuminoGraph Ⅰ CMOS WSE-5300 PrintgraphCMOS Ⅰ

発光 蛍光

白色

白色
Option

蛍光

白色

蛍光
Option

発光 発光

白色
Option

蛍光
Option

※各種イメージングシステムについての詳細は
アトー株式会社までお問い合わせください。


